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『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0

0

 
6
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
一
号
〉
）

中
国
湖
南
省
長
沙
学
術
調
査
報
告

一
、
調
査
旅
程
の
概
要

1
0
0
六
年
九
月
二
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
戦
国
楚
簡
研
究

会
は
湖
南
省
長
沙
市
お
よ
び
上
海
に
お
い
て
、
学
術
調
査
を
行
っ

た。
二
0
0
一
年
以
来
、
本
研
究
会
は
、
上
海
博
物
館
の
訪
問
、
大

阪
大
学
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
台
湾
大
学
、
清

華
大
学
、
武
漢
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
学
会
へ
の
参
加

な
ど
、
国
際
的
な
学
術
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
今
回
の

調
査
は
、
昨
年
度
の
湖
北
省
荊
門
・
荊
州
地
区
の
学
術
調
査
に
続

き
、
本
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
「
戦
国
楚

簡
の
総
合
的
研
究
」
（
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

B
、
二

0
0
五
年
度

S
二
0
0
八
年
度
、
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘
）
の
一
環
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。

行
程
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
ゴ
チ
ッ
ク
体
は
、
後
節
に
お

九
月
五
日

九
月
六
日

九
月
七
日

九
月
四
日

九
月
三
日

九
月
二
日

関
西
国
際
空
港
に
集
合
。
空
路
、
上
海
を
経
由
し
て
、

長
沙
へ
。
長
沙
泊
。

午
前
、
湖
南
省
博
物
館
訪
問
。
午
後
、
長
沙
市
文
物

考
古
研
究
所
、
岳
麓
書
院
訪
問
。
長
沙
泊
。

午
前
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
訪
問
。
午
後
、
馬

王
堆
漢
墓
見
学
、
平
和
堂
デ
パ
ー
ト
「
三
国
呉
簡
」

展
示
見
学
、
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
分
室
訪
問
。

長
沙
泊
。

長
沙
か
ら
上
海
に
移
動
。
上
海
泊
゜

上
海
博
物
館
訪
問
。
上
海
泊
゜

上
海
・
浦
東
国
際
空
港
か
ら
関
西
国
際
空
港
へ
。
関

西
国
際
空
港
に
て
解
散
。

い
て
詳
述
す
る
も
の
）
。

平
成
十
八
年
十
二
月
二
三
九
ー
ニ
六
八
頁

戦
国
楚
簡
研
究
会
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参
加
者
は
、
本
研
究
会
設
立
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
浅
野

裕
一
（
東
北
大
学
大
学
院
）
・
湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
．

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）
・
竹
田
健
二
（
同
）
に
加
え
、
通
訳
の
郭

丹
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）
の
五
名
で
あ
る
。
こ
の
他
、
湖
南

省
長
沙
に
お
け
る
調
査
に
の
み
、
北
京
・
清
華
大
学
に
留
学
中
の

福
田
一
也
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
が
現
地
で
合
流
し

て
同
行
し
た
（
写
真
1
)
。

長
沙
で
の
移
動
手
段
に
は
専
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
、
中
国

国
内
で
の
全
行
程
に
同
行
す
る
ス
ル
ー
ガ
イ
ド
、
長
沙
で
の
ス
ポ

ッ
ト
ガ
イ
ド
と
併
せ
て
、
予
め
旅
行
社
を
通
じ
て
手
配
し
た
。

最
高
気
温
三
十
八
度
と
い
う
厳
し
い
残
暑
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、

す
べ
て
の
調
査
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
予
想
以
上
の
充
実
し
た

成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
な
訪
問
先
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
「
湖
南
省
博
物
館
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
「
長
沙
市
文
物

考
古
研
究
所
」
（
福
田
哲
之
）
、
「
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
」
（
浅

野
裕
一
）
、
「
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
分
室
」
（
竹
田
健
二
）
の

各
節
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
本
節
で
は
、
旅
程
全
体
に
関
わ
る

情
報
、
お
よ
び
、
右
の
博
物
館
・
研
究
所
以
外
の
訪
問
・
見
学
先

に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
訪
問
予
定
先
に
は
、
渡
航
一
ヶ
月
半
前
の
七
月
中
旬
に

手
紙
を
送
り
、
来
訪
の
日
程
と
目
的
を
伝
え
た
。
筆
者
（
湯
浅
）

は
、
各
博
物
館
・
研
究
所
の
関
係
者
と
は
全
く
面
識
が
な
か
っ
た

が
、
ち
ょ
う
ど
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
拙
著
『
戦
國
楚
簡
典
秦
簡

之
思
想
史
研
究
』
（
台
湾
・
万
巻
楼
、
二

0
0
六
年
六
月
）
を
同
封

し
て
、
我
々
が
出
土
文
献
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
研
究

団
体
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
協
力
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
各
博
物
館
・
研
究
所
か
ら
は
極
め
て
好
意
的
な
お
返
事
を
い

た
だ
い
た
。
特
に
、
湖
南
大
学
副
院
長
の
陳
松
長
教
授
に
は
、
後

述
の
通
り
、
主
な
訪
問
先
に
つ
い
て
懇
切
な
御
教
示
と
御
高
配
を

い
た
だ
き
、
ま
た
、
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
の
何
旭
紅
所
長
か

ら
は
、
長
沙
市
簡
贖
博
物
館
の
宋
少
華
館
長
（
長
沙
市
文
物
考
古

研
究
所
分
室
担
当
）
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当

初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
分
室
を
訪
問

先
に
加
え
、
全
旅
程
が
確
定
し
た
。

長
沙調
査
初
日
の
九
月
三
日
は
、
午
前
中
に
湖
南
省
博
物
館
（
後
述
）

を
訪
問
し
、
午
後
に
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
（
後
述
）
を
訪
問

し
た
。
そ
の
後
、
十
六
時

S
十
七
時
ま
で
、
岳
麓
書
院
（
写
真
2
)

を
訪
問
し
た
。
岳
麓
書
院
は
、
長
沙
市
街
か
ら
湘
江
を
隔
て
た
西

側
の
岳
麓
山
の
麓
に
位
置
す
る
。
北
宋
の
開
宝
九
年
（
九
七
六
）

の
創
建
で
、
以
後
、
宋
元
明
清
を
経
て
、
清
末
に
湖
南
省
高
等
学

堂
と
な
り
、
さ
ら
に
湖
南
高
等
師
範
学
校
と
改
称
さ
れ
た
後
、
一

九
二
六
年
、
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
と
な
っ
た
。
白
鹿
洞
書
院
、
応

天
府
書
院
、
嵩
陽
書
院
と
と
も
に
、
中
国
四
大
書
院
の
―
つ
に
数

え
ら
れ
る
。
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正
門
に
は
、
宋
の
真
宗
か
ら
下
賜
さ
れ
た
「
嶽
麓
書
院
」
の
扁

額
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
両
脇
に
は
、
「
惟
楚
有
材
」
「
於
斯
為
盛
」

の
対
聯
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
院
内
の
主
な
構
造
物
は
、
講
堂
、

御
書
楼
、
文
廟
な
ど
で
あ
る
。
文
廟
は
、
小
規
模
な
が
ら
、
孔
子

像
、
大
成
門
、
大
成
殿
を
備
え
る
。
院
内
は
、
市
内
の
喧
騒
と
は

か
け
離
れ
た
閑
静
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
、
朱

窯
、
王
陽
明
、
王
夫
之
、
魏
源
、
曾
国
藩
、
毛
沢
東
な
ど
、
近
世

か
ら
現
代
に
至
る
著
名
人
が
輩
出
し
た
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

ま
た
、
筆
者
は
、
こ
の
岳
麓
書
院
が
「
千
年
学
府
」
と
呼
ば
れ
、

現
在
の
湖
南
大
学
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
感
慨
を

禁
じ
得
な
か
っ
た
。
筆
者
の
勤
務
す
る
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
も
、

そ
の
学
問
的
源
流
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
学
問
所
「
懐
徳
堂
」
を

有
し
て
い
る
。
歴
史
の
長
さ
は
違
う
も
の
の
、
同
じ
く
、
伝
統
あ

る
学
問
所
を
源
流
と
す
る
大
学
と
し
て
親
近
感
を
覚
え
た
。

翌
九
月
四
日
は
、
午
前
中
に
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
（
後
述
）

を
訪
問
し
た
。
昼
食
に
は
、
陳
松
長
教
授
を
招
待
し
、
歓
談
し
た
。

陳
教
授
は
、
湖
南
省
博
物
館
副
館
長
の
任
に
あ
っ
た
が
、
我
々
の

訪
問
す
る
直
前
の
二

0
0
六
年
七
月
に
、
湖
南
大
学
副
院
長
に
栄

転
さ
れ
た
。
こ
の
昼
食
会
で
は
、
陳
教
授
が
二

0
0
八
年
に
、
長

沙
文
物
の
展
示
の
た
め
来
日
さ
れ
る
こ
と
、
湖
南
大
学
と
日
本
の

大
学
間
と
の
学
術
交
流
を
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
う
か
が

っ
た
。

昼
食
後
、
陳
教
授
と
別
れ
、
我
々
は
馬
王
堆
漢
墓
（
写
真
3
)

の
見
学
に
向
か
っ
た
。
一
九
七
二

S
七
四
年
に
か
け
て
発
掘
さ
れ

た
馬
王
堆
漢
墓
は
、
現
在
、
三
号
墓
の
上
に
屋
根
が
取
り
付
け
ら

れ
、
墓
坑
・
墓
道
が
そ
の
ま
ま
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
貴
重
文
物
が
発
見
さ
れ
た
三
号
墓
の
大
き
さ
を
実
感
で
き

た
。
ま
た
、
こ
の
裏
手
に
は
、
一
号
墓
の
封
土
が
残
さ
れ
て
お
り
、

我
々
は
そ
こ
に
も
上
っ
て
み
た
。
馬
王
堆
漢
墓
は
、
病
院
建
設
の

た
め
の
工
事
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
市
内
の
繁
華
街

か
ら
意
外
な
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
。

次
に
我
々
が
向
か
っ
た
の
は
、
市
内
の
平
和
堂
デ
パ
ー
ト
で
あ

る
。
こ
こ
の
地
下
は
、
有
名
な
走
馬
楼
三
国
呉
簡
十
余
万
枚
が
出

土
し
た
場
所
で
あ
り
、
現
在
、
デ
パ
ー
ト
五
階
の
一
角
が
「
平
和

堂
出
土
文
物
展
•
三
国
呉
簡
陳
列
室
」
（
写
真

4
)
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
走
馬
楼
発
掘
調
査
の
様
子
や
出
土
簡
贖
な
ど
が
、
写

真
・
レ
プ
リ
カ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

思
わ
ぬ
収
穫
と
な
っ
た
の
は
、
展
示
室
横
で
販
売
さ
れ
て
い
た

走
馬
楼
三
国
呉
簡
の
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
で
あ
る
。
我
々
が
購
入
し

た
の
は
、
木
閥
二
点
、
答
牌
、
名
刺
の
計
四
点
を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

に
収
め
て
装
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
簡
贖
の
形
制
や
書
写
状
況
を

口
頭
で
説
明
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
こ
う
し
た
レ
プ
リ
カ

は
、
研
究
・
教
育
上
、
大
変
有
用
で
あ
る
。
な
お
、
馬
王
堆
漢
墓
、

平
和
堂
と
も
、
見
学
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
程
度
で
あ
っ
た
。

(242) 



写
真
3

馬
王
堆

写
真
4

平
和
堂
出
土
文
物
展

•

三
国
呉
簡
陳
列
室
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こ
の
日
最
後
に
向
か
っ
た
の
は
、
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
分

室
（
後
述
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
長
沙
で
の
全
日
程
を
終
了

し
た
。二
日
間
の
旅
程
で
、
長
沙
市
内
の
多
く
の
博
物
館
・
研
究
所
な

ど
を
訪
問
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
主
な
訪
問
先
が
市
内

に
集
中
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
車
で
十

S
十
五
分
程
度
で
行
け
る

場
所
に
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
効
率

よ
く
全
行
程
を
消
化
で
き
た
の
は
、
陳
松
長
教
授
の
御
高
配
が
あ

っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
九
月
二
日
夜
、
長
沙
に
到
着
し
た
我

々
は
、
さ
っ
そ
く
陳
教
授
に
電
話
連
絡
し
、
湖
南
省
博
物
館
へ
の

訪
問
を
改
め
て
確
認
し
た
が
、
そ
の
際
、
陳
教
授
は
、
長
沙
に
お

け
る
そ
の
他
の
訪
問
予
定
地
に
つ
い
て
も
す
べ
て
事
前
連
絡
し
て

下
さ
っ
た
。
二
日
間
の
行
程
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
多
大
の
御

教
示
を
賜
っ
た
陳
松
長
教
授
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

上
海九
月
五
日
に
長
沙
を
離
れ
、
上
海
に
移
動
し
た
我
々
は
、
翌
九

月
六
日
、
上
海
博
物
館
を
訪
問
し
た
。
事
前
に
連
絡
し
て
了
解
を

得
て
い
た
李
朝
遠
先
生
は
、
あ
い
に
く
出
張
の
た
め
不
在
で
あ
っ

た
が
、
膜
茅
左
先
生
が
対
応
し
て
下
さ
り
、
通
訳
の
挑
俊
氏
を
交

え
、
二
時
間
に
わ
た
っ
て
懇
談
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
（
写

真

5
)
。

膜
茅
左
先
生
か
ら
は
、
刊
行
中
の
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

に
つ
い
て
多
く
の
貴
重
な
情
報
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
が
、
こ
こ

で
は
、
主
要
な
三
点
に
限
っ
て
、
以
下
に
簡
潔
な
紹
介
を
し
て
お

き
た
い
。

第
一
は
、
当
初
全
六
冊
で
完
結
予
定
で
あ
っ
た
『
上
海
博
物
館

蔵
戦
国
楚
竹
書
』
が
、
全
九
冊
程
度
に
な
り
、
こ
れ
と
は
別
に
、

残
簡
の
み
を
集
め
た
別
冊
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
か
な
り

整
っ
た
体
裁
を
備
え
る
大
部
の
楚
簡
字
書
も
別
冊
と
し
て
刊
行
さ

れ
る
と
い
う
情
報
で
あ
る
。
上
博
楚
簡
は
、
現
在
、
中
国
古
代
思

想
史
研
究
に
お
い
て
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
研
究
対
象
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
、
六
冊
に
止
ま
ら
ず
、
全
九
冊
お
よ
び
別
冊
の
刊
行
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
楚
簡
研
究
の
展
開
と
い
う
点
で
、

大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

第
二
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
次
の
刊
行
予
定
で

あ
る
。
現
在
第
五
分
冊
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
同
書
に
つ
い
て
は
、

年
一
冊
の
刊
行
ペ
ー
ス
が
守
ら
れ
て
い
る
が
、
第
六
分
冊
も
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
さ
れ
、
収
録
文
献
数
も
、
概
ね
こ

れ
ま
で
通
り
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
第
六
分
冊
は
、
ニ

0
0
七
年
早
々
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
上
博
楚
簡
の
公
開
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
残
念
な

が
ら
、
今
回
、
我
々
も
上
博
楚
簡
を
実
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
文
物
保
護
の
観
点
か
ら
、
原
則
と
し
て
公
開
し
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写
真

5

上
海
博
物
館

（
右
か
ら
郭
丹
、
裸
茅
左
氏
、
浅
野
、
湯
浅
、
福
田
）

な
い
と
の
博
物
館
の
方
針
に
よ
る
と
い
う
。
但
し
、
二

0
1
0
年

に
、
少
数
の
専
門
家
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
上
博
楚

簡
を
公
開
す
る
予
定
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
、
今
回
の
学
術
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
。
こ

の
調
査
を
企
画
し
た
当
初
は
、
実
は
大
き
な
不
安
も
あ
っ
た
。
全

員
が
始
め
て
訪
れ
る
湖
南
省
へ
の
旅
で
あ
り
、
ま
た
、
訪
問
予
定

先
の
関
係
者
と
は
全
く
面
識
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

準
備
段
階
に
お
け
る
各
博
物
館
・
研
究
所
か
ら
の
反
応
は
良
好
で
、

実
際
訪
問
し
た
際
に
も
、
懇
切
な
御
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
術
研
究
に
お
け
る
我
々
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た。

（
湯
浅
邦
弘
）

二
、
湖
南
省
博
物
館

（二

0
0
六
年
九
月
三
日

午
前
九
時
十
五
分

S
十
一
時
五
十
分
訪
問
）

九
月
三
日
午
前
九
時
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
（
華
天
大
酒
店
）
か

ら
専
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
湖
南
省
博
物
館
に
向
か
っ
た
。
約
十
分

で
到
着
。
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一
写
真
1

写
真
2

湖
南
省
博
物
館
V
I
P
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湖
南
省
博
物
館
（
写
真
1
)
は
、
長
沙
市
の
烈
士
公
園
の
北
側
、

東
風
路
に
面
し
た
東
側
に
位
置
す
る
。
一
九
五
六
年
の
創
立
で
あ

る
が
、
そ
の
後
、
一
九
七
二
年

S
七
四
年
の
馬
王
堆
漢
墓
の
発
掘

調
査
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
、
一
九
九
九
年
に
新
館
が
建
設
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
収
蔵
点
数
は
十
一
万
余
点
、
国
家
一
級
文

物
七
百
余
点
を
誇
る
。

到
着
し
た
我
々
を
、
陳
松
長
教
授
自
ら
玄
関
で
出
迎
え
て
い
た

だ
き
、
そ
の
ま
ま

V
I
P
室
に
招
か
れ
た
（
写
真
2
)
。
そ
こ
で
し

ば
し
歓
談
の
後
、
館
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
我
々
が

説
明
を
受
け
た
の
は
、
「
馬
王
堆
漢
墓
陳
列
」
室
と
「
湖
南
十
大
考

古
新
発
現
陳
列
」
室
で
あ
る
。

馬
王
堆
漢
墓
文
物

「
馬
王
堆
漢
墓
陳
列
」
は
さ
ら
に
三
室
に
分
か
れ
て
お
り
、
第

一
室
と
第
二
室
で
は
、
馬
王
堆
一
号
墓
（
長
沙
国
丞
相
軟
侯
利
蒼

の
妻
・
辛
追
の
墓
）
・
ニ
号
墓
（
軟
侯
利
蒼
の
墓
）
・
三
号
墓
（
利

莉
の
子
の
墓
）
の
出
土
状
況
が
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

出
土
文
物
が
陳
列
さ
れ
て
い
た
。
印
章
、
装
飾
品
、
漆
器
、
楽
器
、

桶
、
遊
具
、
兵
器
、
吊
、
簡
讀
、
種
子
、
薬
な
ど
、
現
世
で
の
生

活
を
努
孵
と
さ
せ
る
数
々
の
貴
重
資
料
に
圧
倒
さ
れ
た
。
馬
王
堆

漢
墓
出
土
の
文
物
は
三
千
点
に
の
ぽ
る
と
い
う
。

第
三
室
に
は
、
出
土
簡
吊
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、

竹
簡
『
十
問
』
十
簡
、
『
合
陰
陽
』
十
簡
、
『
天
下
至
道
談
』
＋
簡
、

吊
書
『
陰
陽
五
行
甲
篇
』
『
周
易
』
『
五
十
二
病
方
』
『
足
腎
十
一

脈
灸
経
』
『
春
秋
事
語
』
『
養
生
方
』
『
天
文
気
象
雑
占
』
『
五
星
占
』

の
他
、
「
車
馬
儀
伏
図
」
「
太
一
将
行
図
」
「
城
域
図
」
な
ど
の
吊

画
、
一
号
墓
お
よ
び
三
号
墓
の
棺
内
で
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

T
形
吊
画
（
但
し
、
一
号
墓
吊
画
は
複
製
品
）
を
実
見
し
た
。
ま

た
、
地
下
一
階
に
は
、
「
女
戸
棺
檸
陳
列
区
」
が
あ
り
、
馬
王
堆
一

号
墓
の
巨
大
な
棺
棒
（
五
層
）
と
墓
主
辛
追
の
ミ
イ
ラ
が
陳
列
さ

れ
て
い
た
。

陳
松
長
教
授
に
よ
れ
ば
、
吊
書
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
そ
の
形

態
に
沿
っ
て
お
お
よ
そ
三
種
に
分
類
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
第
一
は
、
一
枚
物
の
吊
で
、
そ
の
ま
ま
単
独
で
ガ
ラ
ス
プ
レ

ー
ト
に
収
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
右
に
列
記
し
た
吊
書
の
ほ
と

ん
ど
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。
第
二
は
、
比
較
的
長
巻
の
吊
で
、
巻

子
の
形
態
で
保
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
館
内
で

の
公
開
は
、
長
巻
の
中
の
冒
頭
や
中
間
部
な
ど
、
そ
の
一
部
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
右
の
内
の
『
五
星
占
』
「
太
一
将
行
図
」
な
ど
が

こ
れ
に
当
た
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
冊
子
の
形
態
に
装
訂
し
て
保

存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
大
量
の

吊
は
、
こ
の
よ
う
に
形
態
の
相
違
に
も
留
意
し
つ
つ
慎
重
に
保
存
・

公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(247) 



写
真
3

湖
南
省
博
物
館
の
里
耶
簡
閥
展
示

里
耶
簡
墳
と
走
馬
楼
三
国
呉
簡

次
に
、
「
湖
南
十
大
考
古
新
発
現
陳
列
」
で
は
、
特
に
一
九
八
〇

年
以
降
に
湖
南
地
区
で
発
見
さ
れ
た
十
大
文
物
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
古
い
も
の
で
は
旧
石
器
時
代
の
化
石
や
石
器
な
ど
も
あ
っ
た

が
、
出
士
文
献
研
究
の
立
場
か
ら
何
よ
り
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

近
年
発
見
さ
れ
た
大
量
の
簡
阻
類
で
あ
る
。

そ
の
―
つ
は
、
二

0
0
二
年
に
龍
山
県
里
耶
鎮
の
秦
漢
城
址
か

ら
出
土
し
た
簡
韻
（
里
耶
秦
簡
）
で
あ
る
。
こ
の
城
址
か
ら
は
青

銅
器
、
鉄
器
、
玉
器
な
ど
の
文
物
と
と
も
に
、
一
号
古
井
か
ら
三

万
余
枚
の
簡
韻
が
発
見
さ
れ
た
。
総
字
数
は
数
十
万
字
に
達
す
る

と
い
う
。
早
く
も
、
「
二
十
一
世
紀
最
大
の
発
見
」
の
呼
び
声
も
裔

い
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。
里
耶
簡
閲
は
、
表
襄
両
面
に
文
字
が

記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
平
に
置

く
だ
け
で
は
な
く
、
六
枚
の
木
閲
（
長
さ
二
二

．
五

I
三

0
セ
ン

チ
、
幅
三
．
五

1
四
セ
ン
チ
）
が
衝
立
状
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
内
に

立
て
て
、
両
面
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
（
写
真
3
)
。

展
示
の
工
夫
と
し
て
評
価
で
き
る
点
で
あ
る
。

今
ひ
と
つ
は
、

一
九
九
六
年
に
長
沙
市
中
心
部
五
一
広
場
近
く

の
走
馬
街
•
平
和
堂
商
厘
（
デ
パ
ー

ト
）
建
設
地
で
発
見
さ
れ
た

走
馬
楼
三
国
呉
筋
で
あ
る
。
館
内
に
は
、
走
馬
楼
J
2
2
号
古
井

出
土
の
「
大
木
簡
（
長
さ
四
九
．
ニ
セ
ン
チ
、
幅
三
セ

ン
チ
）
」
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写
真

4

湖
南
省
博
物
館
の
走
馬
楼
三
国
呉
筋
展
示

六
枚
、
「
竹
簡
（
長
さ
二
七
．
一
セ
ン
チ
、
幅
二

．

一
セ
ン
チ
）
」

八
枚
、
「
木
閥
」
「
木
刺
」
「
答
牌
」
計
八
枚
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
た
（
写
真
4
)
。
走
馬
楼
三
国
呉
簡
の
総
数
は
十
余
万
枚
に
の
ぼ

る
。
発
掘
現
場
を
記
念
し
て
、
平
和
堂
の
五
階
の
一
角
が
展
示
室

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
里
耶
簡
韻
に

つ
い
て
は
「
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
提

供
」
、
走
馬
楼
三
国
呉
簡
に
つ
い
て
は
「
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所

提
供
」
と
説
明
パ
ネ
ル
に
記
さ
れ
て
い
た
。
我
々
は
、
こ
の
日
の

午
後
に
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
を
、
ま
た
、
翌
日
の
午
前
中
に

は
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
を
訪
問
し
、
こ
れ
ら
簡
団
の
実
物
に

触
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
次

節
以
降
に
お

い
て
後
述
す
る
。

博
物
館
の
訪
問
は
約
二
時
間
半
。
「
馬
王
堆
漢
墓
陳
列
」
と
「
湖

南
十
大
考
古
新
発
現
陳
列
」
で
我
々
の
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
が
、
博
物
館
に
は
、
こ
の
他
、
「
青
銅
器
陳
列
」

「湖
南
名
窟
陶

姿
陳
列
」
「
館
蔵
明
清
絵
画
陳
列
」

室
な
ど
も
あ
っ
た
。（
湯
浅
邦
弘
）
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三
、
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所

（二

0
0
六
年
九
月
三
日
午
後
二
時

S
午
後
四
時
訪
問
）

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
は
、
長
沙
駅
前
を
通
る
幹
線
道
路
五

路
の
北
側
、
中
山
路
沿
い
に
あ
る
船
山
学
社
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
船
山
学
社
は
、
明
末
清
初
の
学
者
王
船
山
を
記
念
し
て
辛
亥

革
命
後
に
建
て
ら
れ
た
学
校
で
あ
り
、
一
九
ニ
―
年
に
毛
沢
東
が

同
所
に
湖
南
自
修
大
学
を
設
立
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
降
り
、
所
長
の
何
旭
紅
先
生
の
出
迎
え
を
受

け
た
と
こ
ろ
へ
、
ち
ょ
う
ど
陳
松
長
教
授
も
到
着
さ
れ
る
。
何
先

生
の
案
内
で
、
「
船
山
学
社
」
の
門
標
と
「
湖
南
自
修
大
学
」
の
看

板
が
掲
げ
ら
れ
た
白
亜
の
建
物
の
入
り
口
（
写
真
1
)
を
く
ぐ
り

抜
け
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
機
材
や
ス
ク
リ
ー
ン
の
用
意
さ
れ
た

部
屋
に
通
さ
れ
る
。
緋
色
の
毛
熙
が
敷
か
れ
た
机
上
に
は
、
す
で

に
ガ
ラ
ス
板
に
挟
ま
れ
た
簡
讀
が
並
べ
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
を
待
ち

受
け
て
い
た
。
あ
ら
た
め
て
挨
拶
を
交
わ
し
、
著
書
な
ど
を
贈
呈

し
た
の
ち
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
の
発
掘
状
況
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。
何
先
生
・
陳
教
授
ほ
か
発
掘
を
担
当
し
た
所

員
八
名
が
同
席
。
説
明
は
す
べ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
、

主
と
し
て
発
掘
担
当
責
任
者
の
黄
撲
華
先
生
が
行
い
、
適
宜
、
他

の
所
員
か
ら
も
補
足
が
加
え
ら
れ
た
。

東
牌
楼
東
漢
簡
撰
発
掘
報
告

東
牌
楼
東
漢
簡
贖
に
関
す
る
説
明
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。東
牌
楼
東
漢
簡
贖
は
、
二

0
0
四
年
の
四
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
行
わ
れ
た
、
東
牌
楼
湘
浙
雁
商
業
大
屡
工
地
に
点
在
す
る
古
井

戸
群
の
発
掘
調
査
の
際
に
出
土
し
た
。
東
牌
楼
は
三
国
呉
簡
の
出

土
で
有
名
な
走
馬
楼
の
南
に
隣
接
し
、
商
業
ビ
ル
建
設
に
伴
う
発

掘
調
査
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
走
馬
楼
と
共
通
し
て
い
る
。
走
馬

楼
や
東
牌
楼
の
あ
る
五
一
広
場
周
辺
は
、
現
在
、
長
沙
市
最
大
の

繁
華
街
で
あ
る
が
、
戦
国
か
ら
明
清
に
か
け
て
も
、
歴
代
の
官
署

が
集
ま
る
都
城
の
中
心
区
域
と
し
て
機
能
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
、

文
献
資
料
や
考
古
発
掘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
走
馬

楼
三
国
呉
簡
•
走
馬
楼
西
漢
簡
閥
や
東
牌
楼
東
漢
簡
閥
は
、
い
ず

れ
も
廃
棄
坑
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
官
署
の
井
戸
か

ら
出
土
し
て
お
り
、
簡
贖
の
大
部
分
は
廃
棄
さ
れ
た
官
署
の
文
書

と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
走
馬
楼
三
国
呉
簡
の
埋
蔵
理
由
に
つ
い
て

は
異
説
も
あ
る
）
。

余
談
な
が
ら
、
翌
日
、
走
馬
楼
三
国
呉
簡
の
出
土
地
に
建
つ
平

和
堂
デ
パ
ー
ト
を
訪
れ
た
際
、
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
出
土
地
は
こ
の

あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
と
目
を
や
っ
た
が
、
す
で
に
ビ
ル
が
建
ち
並

ん
で
発
掘
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

繁
華
街
の
喧
礫
の
な
か
に
林
立
す
る
高
層
ビ
ル
の
風
景
に
、
ふ
と
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官
街
が
軒
を
連
ね
た
古
代
の
官
庁
街
の
幻
影
が
重
な
り
、
長
沙
の

歴
史
の
重
み
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
漢
簡
讀
が
出
土
し
た
七
号
古
井

(
J
7
)
は
、
口
径
一
・
二

O

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
七
•
六
0
メ
ー
ト
ル
。
層
位
は
五
層
か
ら
な
り
、

第
二
層
か
ら
第
五
層
（
三
・
ニ
四

S

七
•
六
0
メ
ー
ト
ル
）
に
お

い
て
四
二
六
枚
（
有
字
簡
贖
二
O
六
枚
•
無
字
簡
贖
ニ
ニ

0
枚
）

の
木
質
簡
贖
が
出
土
し
た
。
簡
贖
中
に
み
え
る
年
号
は
、
建
寧
・

窯
平
・
光
和
・
中
平
の
四
種
で
、
最
早
は
建
寧
四
年
(
-
七
一
年
）
、

最
晩
は
中
平
三
年
(
-
八
六
年
）
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
東
漢
霊
帝
（
在

位
一
六
七

S
一
八
九
年
）
期
の
年
号
で
あ
り
、
他
の
簡
贖
も
主
と

し
て
霊
帝
期
に
属
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
に
文
物
出

版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
中
国
文
物
研

究
所
編
『
長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
』
に
詳
細
な
報
告
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

東
牌
楼
東
漢
簡
頗
の
実
見

説
明
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
の
実
見
に
移

っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
手
袋
を
着
用
し
、
一
点
ず
つ
手

に
と
っ
て
詳
細
に
観
察
す
る
（
写
真
2
)
。

展
示
さ
れ
た
簡
贖
は
十
二
点
。
木
閥
・
木
簡
の
他
に
封
検
[
二
]

（
以
下
、
[
]
内
の
漢
数
字
は
『
長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
』
の
整
理

番
号
を
示
す
）
や
人
形
木
贖
[
―
-
七
]
な
ど
、
各
種
の
形
制
が
選

定
さ
れ
て
い
る
。
敦
煙
•
居
延
漢
簡
以
来
、
図
版
で
は
周
知
の
封

検
も
、
原
物
を
手
に
と
っ
て
各
方
向
か
ら
形
状
を
つ
ぶ
さ
に
観
察

す
る
の
は
、
は
じ
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
形
木
贖
は

東
牌
楼
東
漢
簡
讀
の
な
か
で
も
特
異
な
形
態
と
し
て
知
ら
れ
る
も

の
で
（
写
真
3
)
、
表
裏
に
記
さ
れ
た
文
章
は
、
窯
平
元
年
(
-
七

二
）
に
翠
超
が
死
後
の
世
界
に
上
言
す
る
形
式
を
も
ち
、
従
来
知
ら

れ
て
い
た
墓
券
や
鎮
墓
文
、
「
冥
土
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ

る
墓
主
の
身
分
証
明
書
な
ど
と
と
も
に
、
漢
代
人
の
死
後
の
世
界

観
を
明
ら
か
に
す
る
新
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

東
牌
楼
東
漢
簡
閥
が
書
体
・
書
法
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
意
義

を
も
つ
こ
と
は
、
す
で
に
劉
濤
「
長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
的
書
体
・

書
法
与
書
写
者
」
（
『
長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
贖
』
所
収
）
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
展
示
さ
れ
た
十
二
点
の
な
か
に
は
、
笈
書
[
-

五
四
背
]
‘
隷
書
U
―
•
一
五
四
正
背
]
‘
早
期
楷
書
[
―
ニ
・
一
―

七
正
背
]
‘
早
期
行
書
U
一
九
正
背
•
五
五
正
背
]
‘
草
書
[
五
二
止

背
•
五
二
正
背
]
と
い
っ
た
各
書
体
の
代
表
的
な
例
と
と
も
に
、
言
一

五
正
背
•
三
六
正
背
・
七

0
正
背
]
の
よ
う
な
早
期
楷
書
と
早
期
行

書
と
が
混
在
し
た
過
渡
的
な
状
況
を
示
す
貴
重
な
資
料
も
含
ま
れ

て
お
り
、
簡
贖
の
選
定
に
対
す
る
行
き
届
い
た
ご
配
慮
を
あ
り
が

た
く
感
じ
た
。
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写
真

1

「船
山
学
社」

入
り

口

写
真
2

東
牌
楼
東
漢
簡
頭
の
実
見
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写
真
3

人
形
木
団

望
城
風
蓬
嶺
一
号
墓
発
掘
報
告

最
後
に
、
今
年
の
六
月
に
発
掘
が
終
了
し
た
ば
か
り
の
最
新
情

報
と
し
て
、
望
城
風
蓬
嶺
一
号
墓
の
発
掘
状
況
や
出
土
文
物
な
ど

の
説
明
を
う
け
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

望
城
風
蓬
嶺
一
号
墓
は
、
柏
の
木
を
積
み
あ
げ
て
つ
く
っ
た
黄

腸
題
湊
と
よ
ば
れ
る
棒
柩
を
も
ち
、
墓
葬
の
形
態
に
特
色
が
認
め

ら
れ
る
。
す
で

に
盗
掘
さ
れ
て
お
り
、
梓
板
が
く
ず
れ
て
墓
室
が

潰
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
惇
板
に
は
番
号
が
付
さ
れ
て
い
た
。
出

土
文
物
に
は

、
陶
器
•
青
銅
羊
鎮
•
漆
器

·
銅
鍾
•
玉
璧
•
銅
灯

（
銘
文
末
尾
に
「
長
沙
元
年
造
」
の
紀
年
）
•
五
鉄
銭
な
ど
が
あ
る

（
簡
韻
出
土
の
報
告
は
な
か
っ
た
）
。

出
土
文
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
り
、

墓

の
年
代
に
関
す
る
言
及
も
な
か
っ
た
が
、
武
帝
の
元
狩
四
年
（
前
一

一
九
）
に
制
定
さ
れ
た
五
鉄
銭
の
出
土
や
漆
器
に
記
さ
れ
た
「
宜
酒

食
」
の
字
体
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
武
帝
期
以
後
の
西
漢
墓
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
銅
灯
銘
文
中
の
「
長
沙
元
年
」
に

つ
い
て
も
西
暦
の
何
年
に
該
当
す
る
か
は
不
詳
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
先
の
墓
葬
年
代
と
の
関
連
か
ら
す
れ
ば
、
初
代
呉
丙
に
は

じ
ま
る
呉
氏
前
長
沙
王
国
（
前
二

0
二
＼
前

一
五
七
）
廃
絶
の

二

年
後
に
、
景
帝
の
子
の
定
王
発
を
長
沙
王
に
叙
し
て
再
興
さ
れ
た

劉
氏
後
長
沙
王
国
の
元
年
、
す
な
わ
ち
前

一
五
五
年
に
比
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
推
測
に
従
え
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ば
、
出
土
し
た
銅
灯
は
製
造
後
、
少
な
く
と
も
四
十
年
近
く
を
経

た
伝
世
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
望
城
風
蓬
嶺
一
号
墓
は
漢
代
長
沙
王
国
の

歴
史
を
解
明
す
る
上
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
発

掘
報
告
の
正
式
な
公
表
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
が
、
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
訪
問
の
概
要
で
あ
る
。
最

後
に
、
何
旭
紅
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所

の
ご
高
配
と
ご
同
行
い
た
だ
い
た
陳
松
長
教
授
の
ご
厚
情
に
対
し
、

あ
ら
た
め
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

四
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

（二

0
0
六
年
九
月
四
日

午
前
九
時
二
十
分

S
十
二
時
訪
問
）

（
福
田
哲
之
）

九
時
過
ぎ
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
長
沙
市
東
風
路
1
2
9
号
に

あ
る
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
に
向
か
う
。
こ
の
研
究
所
は
一
九

五
六
年
に
湖
南
省
博
物
館
の
附
属
研
究
所
と
し
て
発
足
し
た
が
、

一
九
八
六
年
に
独
立
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。
我
々
一

行
を
出
迎
え
、
所
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
張
春
龍
先
生
で
あ

る
。
ま
ず
張
先
生
の
部
屋
で
我
々
の
著
作
を
進
呈
し
て
挨
拶
を
交

わ
す
（
写
真
1
)
。
そ
の
あ
と
張
先
生
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
里

耶
秦
簡
の
発
掘
記
録
を
映
し
出
し
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
た

（
写
真
2
)
。

川
岸
近
く
に
多
数
の
方
井
が
密
集
す
る
発
掘
現
場
の
状
況
や
、

泥
の
中
に
折
り
重
な
っ
た
木
簡
が
取
り
出
さ
れ
る
光
景
な
ど
は
、

初
め
て
目
に
す
る
も
の
で
実
に
興
味
深
い
。
墓
の
発
掘
と
は
異
な

り
、
狭
い
井
戸
の
場
合
は
、
人
間
が
内
部
に
入
り
込
ん
で
出
土
品

を
取
り
出
す
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
井
戸
の
側
面
を
切
り
取
っ

て
、
脇
か
ら
板
を
水
平
に
差
し
込
ん
で
木
簡
を
取
り
出
し
た
と
の

説
明
に
は
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。
未
発
掘
の
井
戸
が

相
当
数
残
っ
て
い
る
そ
う
で
、
今
後
さ
ら
に
膨
大
な
数
の
木
簡
が

出
土
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

里
耶
秦
簡

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
使
っ
た
説
明
が
終
了
し
た
の
ち
、
別
室
に
移

動
し
て
里
耶
秦
簡
十
五
点
の
実
物
を
見
せ
て
も
ら
う
（
写
真
3
)
。

両
面
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
挟
ん
だ
状
態
の
秦
簡
は
、
す
べ
て
公
開

済
み
の
有
名
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
手
に
取
る
と
、

や
は
り
興
奮
を
抑
え
き
れ
な
い
（
写
真
4
.
5
)
。
我
々
は
穴
の
あ

く
ほ
ど
し
げ
し
げ
と
木
簡
を
眺
め
な
が
ら
里
耶
秦
簡
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
い
た
の
だ
が
、
張
先
生
は
ふ
と
慈
利
楚
簡
に
つ
い
て
も

言
及
さ
れ
、
こ
の
建
物
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。
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写
真

1

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

（
左
か
ら
二
番
目
が
張
春
龍
氏
）

写
真
2

里
耶
秦
筋
発
掘
の
説
明
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写
真
3

里
耶
秦
節

写
真
4

里
耶
秦
筋
の
実
見

（
右
か
ら
湯
浅
邦
弘
、

福
田
哲
之
、
張
春
龍
氏
、
郭
丹
）
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里
耶
秦
筋
の
実
見

（
左
か
ら
浅
野
裕
一
、

写
真
5

写
真
6

慈
利
楚
簡
の
実
見

(257) 



慈
利
楚
簡

我
々
は
事
前
に
そ
の
情
報
を
掴
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
驚
く

と
同
時
に
に
わ
か
に
色
め
き
だ
ち
、
是
非
そ
れ
を
見
せ
て
欲
し
い

と
頼
み
込
む
。
す
る
と
張
先
生
は
た
だ
ち
に
快
諾
し
て
く
れ
、
我

々
を
さ
ら
に
保
管
庫
と
続
き
に
な
っ
て
い
る
部
屋
に
案
内
し
、
係

り
の
人
に
保
管
庫
か
ら
運
び
出
し
て
我
々
の
前
に
な
ら
べ
さ
せ
た
。

ガ
ラ
ス
管
に
入
れ
ら
れ
た
慈
利
楚
簡
は
、
長
簡
が
十
四
枚
、
短
簡

が
二
十
七
枚
で
、
我
々
は
各
自
そ
れ
を
手
に
と
っ
て
直
接
観
察
す

る
（
写
真
6
)
。
竹
簡
の
表
面
は
や
や
黒
ず
ん
で
い
た
が
、
そ
こ
に

記
さ
れ
る
文
字
は
ま
さ
し
く
典
型
的
な
戦
国
期
の
楚
文
字
で
、
郭

店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
文
字
と
瓜
二
つ
の
印
象
を
受
け
た
。

張
先
生
の
説
明
に
よ
れ
ば
慈
利
楚
簡
の
内
容
は
、
『
国
語
』
呉
語

と
『
逸
周
書
』
大
武
篇
（
大
武
解
第
八
）
、
そ
れ
に
管
子
に
関
わ
る

も
の
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
副
葬
時
期
は
前
三
〇

0
年
か
ら
前
三
―
四
年
の
間
だ
と
い
う
。
張
先
生
は
比
較
的
保
存

状
態
の
良
い
竹
簡
を
手
に
取
っ
て
、
こ
れ
が
呉
語
に
見
え
る
呉
王

の
発
言
を
記
し
た
部
分
に
該
当
す
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
詳
し
く

説
明
し
て
く
れ
た
。

こ
の
慈
利
楚
簡
は
張
先
生
が
ほ
ぼ
独
力
で
整
理
と
解
読
に
当
た

っ
て
い
る
と
の
話
だ
っ
た
の
で
、
報
告
は
い
つ
頃
公
刊
さ
れ
る
予

定
な
の
か
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
竹
簡
の
保
存
状
態
が
極
め
て
悪
く
、

解
読
が
困
難
を
極
め
て
い
る
た
め
、
公
刊
の
目
途
は
全
く
立
っ
て

慈
利
楚
簡
の
意
義

こ
れ
ま
で
慈
利
楚
簡
に
関
す
る
確
か
な
情
報
は
、
最
初
に

物
』
一
九
九

0
年
第
一

0
期
に
載
っ
た
発
掘
簡
報
以
外
に
は
、
ほ

と
ん
ど
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
今
回
の
訪
問
で
判

明
し
た
慈
利
楚
簡
の
内
容
は
、
古
代
思
想
史
を
研
究
す
る
上
で
極

め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
そ
こ
で
慈
利
楚
簡
の
意
義
に
つ
い
て
、

以
下
に
若
干
の
説
明
を
加
え
て
置
く
。

王
充
が
「
国
語
は
左
氏
の
外
伝
な
り
」
（
『
論
衡
』
案
書
篇
）
と

述
べ
る
よ
う
に
、
古
来
『
国
語
』
と
『
左
伝
』
は
、
と
も
に
左
丘

明
の
作
で
あ
る
と
し
て
、
両
者
の
間
に
姉
妹
篇
と
し
て
の
密
接
な

関
係
を
想
定
す
る
の
が
伝
統
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
う

し
た
見
方
に
対
し
て
は
、
『
左
伝
』
を
劉
飲
の
偽
作
と
断
定
す
る
清

末
公
羊
学
派
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
異
論
も
出
さ
れ
、
議
論
百

出
の
状
況
が
続
い
て
き
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
言
語
学
者
カ
ー
ル
グ
レ
ン
は
、
『
左
伝
真
偽
考
』

の
中
で
多
く
の
古
典
籍
に
お
け
る
助
詞
の
使
用
法
を
比
較
•
分
析

し
、
『
左
伝
』
と
『
国
語
』
は
先
秦
の
古
書
で
あ
り
、
か
つ
両
者
は

同
一
グ
ル
ー
プ
の
著
作
と
し
て
の
特
異
な
共
通
性
を
備
え
る
と
の

結
論
を
提
出
し
た
。
こ
の
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
研
究
成
果
は
、
両
者

が
先
秦
に
同
一
系
統
の
人
々
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
集
さ

い
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。
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れ
た
こ
と
を
、
語
法
の
上
か
ら
改
め
て
裏
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
も
様
々
な
異
論
が
唱
え
ら
れ
、
さ
ら
に

は
近
年
に
至
り
、
『
左
伝
』
は
前
三
二
六
年
に
韓
の
宣
恵
王
が
称
王

し
て
以
降
、
韓
の
朝
廷
で
王
権
正
統
化
理
論
と
し
て
作
ら
れ
た
と

す
る
珍
説
ま
で
飛
び
出
す
有
様
で
、
議
論
は
い
ま
だ
決
着
を
見
る

に
至
っ
て
い
な
い
。
今
文
公
羊
学
派
の
妄
説
は
論
外
と
し
て
も
、

春
秋
末
な
の
か
、
戦
国
前
期
な
の
か
、
中
期
な
の
か
、
後
期
な
の

か
と
い
っ
た
問
題
が
な
お
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
も
と
も
と
の
材

料
と
な
っ
た
史
料
が
書
か
れ
た
時
期
と
、
最
終
的
に
今
の
形
に
編

集
さ
れ
た
時
期
と
の
間
に
、
ど
れ
位
の
時
間
差
が
あ
る
の
か
と
い

っ
た
問
題
も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
学
界
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
き
、
慈
利
楚
簡
の
発
見

は
極
め
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
前
三

0
0
年
か
ら
前
三
―
四
年

の
間
に
副
葬
さ
れ
た
と
さ
れ
る
慈
利
楚
簡
中
に
、
『
国
語
』
呉
語
が

含
ま
れ
て
い
た
事
実
は
、
原
著
が
成
立
し
て
か
ら
転
写
を
重
ね
て

世
間
に
流
布
し
、
そ
の
一
本
を
墓
主
が
入
手
し
た
の
ち
、
死
後
に

副
葬
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
差
を
考
慮
す
れ
ば
、
『
国
語
』
が
戦
国
中

期
（
前
三
四
二

S
前
二
八
二
年
）
よ
り
前
、
戦
国
前
期
（
前
四
〇

三
S
前
三
四
三
年
）
の
早
い
段
階
に
、
す
で
に
成
書
さ
れ
て
い
た

情
況
を
明
確
に
実
証
す
る
。

呉
語
は
前
四
九
四
年
の
会
稽
山
に
お
け
る
越
王
勾
践
の
降
伏
か

ら
筆
を
起
こ
し
、
前
四
七
三
年
の
呉
の
滅
亡
ま
で
を
記
録
す
る
。

そ
こ
で
呉
語
が
編
集
さ
れ
た
時
期
は
、
前
四
七
三
年
以
降
と
な
る
。

ま
た
『
国
語
』
が
記
録
す
る
最
後
の
歴
史
的
事
件
は
、
前
四
五
三

年
の
知
伯
氏
の
滅
亡
で
あ
り
、
こ
の
点
は
『
左
伝
』
も
全
く
同
様

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
国
語
』
が
今
の
形
に
編
集
さ
れ
た
の
は
、

前
四
五
三
年
以
降
、
前
四

0
四
年
に
至
る
春
秋
末
か
ら
、
戦
国
前

期
に
か
け
て
の
時
期
と
な
る
。

そ
し
て
上
述
し
た
『
国
語
』
と
『
左
伝
』
の
密
接
な
関
係
を
考

慮
す
れ
ば
、
『
左
伝
』
が
今
の
形
に
編
集
さ
れ
た
時
期
も
、
ほ
ぼ
そ

れ
と
同
じ
期
間
内
に
収
ま
る
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
『
国
語
』

も
『
左
伝
』
も
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
の
初
め
に
か
け
て
、
す
で
に

成
書
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
両
者

の
成
書
年
代
を
戦
国
中
期
以
降
に
引
き
下
げ
る
行
為
は
、
も
は
や

不
可
能
に
な
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
左
伝
』
を
劉
飲

の
偽
作
と
断
定
す
る
清
末
公
羊
学
派
の
主
張
が
完
全
に
否
定
さ
れ

る
の
は
も
と
よ
り
、
『
左
伝
』
を
前
三
二
六
年
に
韓
の
宣
恵
王
が
称

王
し
て
以
降
、
韓
の
朝
廷
で
王
権
正
統
化
理
論
と
し
て
作
ら
れ
た

と
す
る
平
勢
隆
郎
氏
の
所
説
も
ま
た
、
成
り
立
つ
余
地
の
な
い
こ

と
が
確
実
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
『
逸
周
書
』
大
武
篇
が
慈
利
楚
簡
中
に
含
ま
れ
て
い

た
事
実
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

『
逸
周
書
』
は
『
漢
書
』
芸
文
志
•
六
芸
略
に
は
「
周
書
七
十
一

篇
」
と
著
録
さ
れ
、
班
固
自
注
は
「
周
史
記
」
と
注
記
す
る
。
伝
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世
本
も
や
は
り
篇
名
の
み
を
残
す
十
一
篇
を
含
め
て
七
十
一
篇
を

存
す
る
。
『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
は
、
「
劉
向
云
く
、
周
の
時
の
詰

誓
•
号
令
な
り
。
蓋
し
孔
子
論
ず
る
所
の
百
篇
の
余
な
り
」
と
記

す
か
ら
、
劉
向
は
周
時
の
詰
誓
•
号
令
の
類
で
、
孔
子
が
百
篇
尚

書
を
編
集
し
た
際
に
、
尚
書
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
残
余
だ
と
考

え
た
ら
し
い
。

そ
の
後
『
隋
書
』
経
籍
志
・
雑
史
類
が
「
周
書
十
巻
。
汲
家
書
。

似
仲
尼
剛
書
之
餘
」
と
記
す
に
及
ん
で
、
西
晋
の
太
康
年
間
に
不

準
が
魏
の
襄
王
（
在
位
”
前
三
一
八

S
前
二
九
六
年
）
も
し
く
は

安
腋
王
（
在
位
＂
前
二
七
六

S
前
二
四
三
年
）
の
墓
か
ら
盗
掘
し

た
汲
家
竹
書
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
以
降
は
『
汲
家
周
書
』
と

称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
晋
書
』
束
哲
伝
は
汲
家
竹
書
の
中
に

「
周
食
田
法
、
周
書
、
論
楚
事
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
記
す
が
、
『
隋

書
』
経
籍
志
は
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
周
書
」
と
汲
家
竹
書
の
「
周

書
」
を
同
じ
文
献
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
王
応
麟
が
「
必
ず
班
•
劉
•
司
馬
・
鄭
•
許
の
見
る
所
な

り
。
之
を
汲
家
に
繋
く
る
は
其
の
本
を
失
え
り
」
（
『
玉
海
』
巻
二

十
七
）
と
、
『
四
庫
提
要
』
が
「
周
書
は
汲
家
に
出
で
ず
」
と
指
摘

す
る
よ
う
に
、
班
固
•
劉
向
•
司
馬
遷
•
鄭
玄
•
許
慎
と
い
っ
た

漢
代
の
人
間
が
そ
れ
を
見
て
い
る
以
上
、
『
逸
周
書
』
を
汲
家
竹
書

の
「
周
書
」
と
同
一
視
し
た
の
は
、
『
隋
書
』
経
籍
志
の
完
全
な
錯

誤
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
後
『
汲
家
周
書
』
の

書
名
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
『
逸
周
書
』
の
書
名
が
一
般
的
と
な

っ
て
今
日
に
及
ぶ
。

『
逸
周
書
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
の
処
士
の
偽

託
と
す
る
点
で
、
諸
家
の
見
解
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
挑
際
恒
『
古
今
偽
書
考
』
は
、
「
殆
ど
漢
の
後
人
の
為

れ
る
所
な
り
」
と
漢
代
偽
作
説
の
立
場
を
取
る
。
ま
た
津
田
左
右

吉
『
儒
教
の
研
究
二
』
（
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
七
巻
・
岩

波
書
店
）
も
、
「
「
周
官
」
は
燕
義
、
昏
義
、
射
義
、
盛
徳
、
の
諸

篇
、
が
書
か
れ
並
に
逸
周
書
が
編
述
せ
ら
れ
た
前
に
存
在
し
た
こ

と
に
な
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
の
述
作
が
椴
に
前
漢
末
の

お
し
迫
っ
た
時
分
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
周
官
」
は
そ
れ

よ
り
も
い
く
ら
か
前
に
書
か
れ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
（
四
七
八

頁
）
と
、
前
漢
末
の
成
立
と
す
る
。
さ
ら
に
森
三
樹
三
郎
『
上
古

よ
り
漢
代
に
至
る
性
命
観
の
展
開
』
（
創
文
社
）
も
、
「
漢
代
に
成

立
し
た
経
書
の
う
ち
、
性
命
の
問
題
を
包
蔵
し
て
い
る
の
は
、
主

と
し
て
證
記
で
あ
り
、
こ
れ
に
並
ぶ
も
の
に
大
戴
證
記
お
よ
び
逸

周
書
が
あ
げ
ら
れ
る
」
(
-
五
八
頁
）
と
、
や
は
り
漢
代
の
成
立
と

す
る
。ま
た
『
逸
周
書
』
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
『
尚
書
』
周
書

に
準
ず
る
尚
書
類
と
す
る
見
方
や
、
周
時
の
歴
史
記
録
と
し
て
史

類
に
分
類
す
る
見
方
な
ど
が
あ
っ
て
、
い
ま
だ
に
定
見
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
文
献
の
基
本
的
性
格
す
ら
判
然
と
し
な
い
事
情
が
災
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い
し
て
、
谷
中
信
一
氏
の
一
連
の
研
究
（
「
『
逸
周
書
』
の
思
想
と

成
立
に
つ
い
て
」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十
八
集
な
ど
）
を
除

い
て
は
、
専
論
は
ほ
と
ん
ど
提
出
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
慈

利
楚
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
書
年
代
が
稜
下
の
学
士
が
活

動
し
た
戦
国
中
期
よ
り
前
、
遅
く
も
春
秋
後
期
か
ら
戦
国
前
期
に

か
け
て
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
し
た
わ
け
で
、
今
後
は
こ

う
し
た
前
提
に
立
っ
て
『
逸
周
書
』
の
研
究
を
進
め
る
作
業
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

管
子
に
関
わ
る
竹
簡
は
相
当
の
数
に
上
る
そ
う
だ
が
、
直
接
伝

世
の
『
管
子
』
と
重
な
る
文
献
で
は
な
い
と
の
話
で
あ
っ
た
。
上

博
楚
簡
の
『
競
建
内
之
』
や
『
飽
叔
牙
典
阻
朋
之
諫
』
な
ど
も
、

斉
の
桓
公
と
飽
叔
牙
や
阻
朋
と
の
物
語
で
あ
る
が
、
『
管
子
』
と
直

接
の
繋
が
り
は
な
い
。
恐
ら
く
前
六
四
三
年
に
桓
公
が
死
去
し
た

の
ち
、
春
秋
後
期
か
ら
戦
国
初
頭
に
か
け
て
、
桓
公
と
そ
の
臣
下

た
ち
を
め
ぐ
る
物
語
が
斉
で
大
量
に
著
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ

の
一
部
が
慈
利
楚
簡
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
文
物
』
一
九
九

0
年
第
一

0
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
湖
南
慈
利

石
板
村
三
六
号
戦
国
墓
発
掘
簡
報
」
に
よ
れ
ば
、
三
六
号
楚
墓
は

石
板
村
の
戦
国
墓
地
の
中
で
は
最
大
級
の
墓
で
、
墓
制
や
副
葬
品

の
分
析
か
ら
、
戦
国
中
期
前
半
の
下
大
夫
ク
ラ
ス
の
墓
だ
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
出
土
し
た
竹
簡
に
は
一
枚
の
完
簡
も
な
く
、
残
簡
で
四
五

五
七
片
を
得
た
と
い
う
。
完
簡
の
長
さ
は
推
定
四
十
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
で
、
そ
れ
を
基
準
に
推
計
す
る
と
、
約
八

0
0
枚
か
ら
一

0
 0
0
枚
の
竹
簡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
。
竹
簡
の

内
容
に
つ
い
て
「
簡
報
」
は
、
あ
く
ま
で
も
初
歩
的
な
整
理
に
よ

る
推
測
だ
と
断
り
な
が
ら
、
呉
越
二
国
の
歴
史
が
主
で
、
黄
池
の

会
盟
や
呉
越
争
覇
な
ど
の
記
事
が
見
ら
れ
る
と
し
た
上
で
、
『
国
語
』

や
『
戦
国
策
』
、
『
越
絶
書
』
な
ど
と
重
な
る
文
献
の
可
能
性
が
あ

る
と
予
測
し
て
い
る
。

今
回
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
慈
利
楚
簡
の
内
容
が
『
国
語
』
呉
語

と
『
逸
周
書
』
大
武
篇
、
そ
れ
に
管
子
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
結
果
は
古
代
思

想
史
研
究
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
お
り
、
我
々
に
と
っ

て
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
。
協
力
し
て
頂
い
た
張
先
生
に
深
く
感

謝
の
念
を
表
し
た
い
。

五
、
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
分
室

（二

0
0
六
年
九
月
四
日

午
後
三
時
四
十
分
＼
五
時
訪
問
）

（
浅
野
裕
一
）

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
の
分
室
は
、
長
沙
市
博
物
館
の
敷
地
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の
中
の
建
物
の
一
角
に
あ
り
、
前
日
に
訪
問
し
た
長
沙
市
文
物
考

古
研
究
所
と
は
場
所
が
異
な
る
。
こ
こ
で
我
々
は
、
長
沙
市
簡
贖

博
物
館
館
長
の
宋
少
華
先
生
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
洗
浄
・
整

理
作
業
中
の
走
馬
楼
西
漢
簡
贖
の
実
物
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

走
馬
楼
西
漢
呉
簡

走
馬
楼
西
漢
簡
贖
は
、
一
九
九
六
年
に
長
沙
市
走
馬
楼
の
八
号

古
井

(
J
8
)

か
ら
出
土
し
た
。
出
土
し
た
簡
贖
の
数
は
約
二
万

枚
、
そ
の
内
約
二
千
枚
が
有
字
簡
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
全
体
の

約
八
割
が
未
整
理
だ
そ
う
で
あ
る
。

簡
讀
に
記
さ
れ
て
い
た
内
容
は
、
大
部
分
が
司
法
関
係
の
公
文

書
で
、
駅
姑
や
官
舎
管
理
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
簡
贖
の
年

代
は
、
記
さ
れ
て
い
た
暦
朔
か
ら
、
前
漢
•
武
帝
の
元
朔
・
元
狩

年
間
、
す
な
わ
ち
紀
元
前
―
二
五
年

S
―
二

0
年
頃
、
長
沙
王
国

第
二
代
の
劉
康
（
戴
王
）
の
時
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
走
馬
楼
西
漢
簡
贖
に
つ
い
て
は
、
中
国
文
物
研
究
所
編

『
出
土
文
献
研
究
』
第
七
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
五
年
）

所
収
の
、
長
沙
簡
贖
博
物
館
・
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
聯
合
発

掘
組
「
二

0
0
三
年
長
沙
走
馬
楼
西
漢
簡
贖
重
大
考
古
発
現
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

簡
韻
の
洗
浄
・
整
理
作
業

我
々
が
見
せ
て
い
た
だ
い
た
簡
贖
の
洗
浄
・
整
理
作
業
は
、
以

下
の
六
つ
の
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
。

(
-
）
洗
浄
作
業
の
行
わ
れ
る
前
の
段
階
（
写
真
1
)

全
体
に
泥
な
ど
の
汚
れ
が
付
着
し
た
二

0
枚
程
度
の
簡
贖
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ト
レ
ー
の
中
の
水
に
浸
さ
れ
て
い
た
。
ト
レ

ー
の
中
の
簡
閥
は
、
折
れ
曲
が
っ
た
り
、
ね
じ
れ
た
よ
う
な
も
の

（
竹
簡
）
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
そ
れ
ほ
ど
折
れ
曲
が
っ
て

は
い
な
か
っ
た
。
但
し
、
そ
の
表
面
は
全
体
的
に
か
な
り
汚
れ
て

い
た
。
ト
レ
ー
の
底
に
は
、
簡
贖
か
ら
自
然
に
剥
が
れ
落
ち
た
と

思
わ
れ
る
汚
れ
が
た
ま
っ
て
い
た
。

（
二
）
簡
贖
の
汚
れ
を
洗
浄
す
る
段
階
（
写
真
2
)

水
が
浅
く
入
っ
た
ホ
ー
ロ
ー
引
き
の
ト
レ
ー
の
中
で
、
長
さ
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
簡
讀
（
残
簡
？
）
を
斜
め
に
し
た
ガ
ラ

ス
板
の
上
に
置
き
、
左
手
に
大
筆
、
右
手
に
小
筆
を
持
っ
た
作
業

員
が
、
専
ら
小
筆
を
細
か
く
動
か
し
て
、
簡
贖
に
付
着
し
た
汚
れ

を
丁
寧
に
洗
い
落
と
し
て
い
た
（
写
真
3
)
。
作
業
員
が
、
大
筆
に

ト
レ
ー
の
水
を
含
ま
せ
て
は
簡
贖
に
か
け
る
動
作
を
頻
繁
に
繰
り

返
し
て
い
た
の
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。
ト
レ
ー
の
底
に
は
、
簡

讀
か
ら
落
と
さ
れ
た
細
か
な
汚
れ
が
た
ま
っ
て
い
た
。
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写
真
1

洗
浄
前
の
簡
団
が
入
っ
た
ト
レ

ー

写
真
2

洗
浄
作
業
の
行
わ
れ
て
い
た
ト
レ

ー
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写
真
3

写
真
4

洗
浄
後
の
簡
韻
が
入
っ
た
ト
レ
ー
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以
前
上
海
博
物
館
で
故
・
馬
承
源
先
生
か
ら
窺
っ
た
話
に
よ
れ

ば
、
香
港
か
ら
上
海
博
物
館
に
持
ち
込
ま
れ
た
戦
国
楚
簡
は
、
大

量
の
水
を
含
ん
で
い
て
非
常
に
柔
ら
か
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ

の
洗
浄
作
業
中
の
木
贖
は
、
そ
の
材
質
や
厚
さ
の
た
め
か
、
そ
れ

ほ
ど
柔
ら
か
い
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
三
）
洗
浄
作
業
を
終
え
た
段
階
（
写
真
4
)

二
十
枚
程
度
の
洗
浄
さ
れ
た
簡
贖
が
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
状

態
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ト
レ
ー
の
水
の
中
に
浸
さ
れ
て
い
た
。

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
文
字
の
記
さ
れ
て
い
な
い
白
簡
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
（
四
）
水
入
り
の
袋
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
段
階
（
写
真
5
)

洗
浄
作
業
を
終
え
た
六
枚
の
簡
贖
（
長
さ
が
約
四
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
長
簡
五
枚
と
、
半
分
の
約
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
短

簡
一
枚
）
が
、
水
入
り
の
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
ス

テ
ン
レ
ス
製
の
蓋
付
き
ト
レ
ー
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
簡
贖
は
、
表
裏
の
両
側
か
ら
ガ
ラ
ス
板
で
挟
ま
れ
、
ガ
ラ

ス
板
ご
と
糸
で
硬
く
縛
ら
れ
て
固
定
さ
れ
て
い
た
。

（
五
）
薬
水
に
浸
け
ら
れ
た
段
階
（
写
真
6
)

や
は
り
表
裏
か
ら
ガ
ラ
ス
板
で
挟
ま
れ
て
固
定
さ
れ
た
簡
贖
が
、

薬
水
の
入
っ
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
蓋
付
き
ト
レ
ー
に
入
れ
ら
れ
て

い
た
。
簡
讀
に
記
さ
れ
た
文
字
は
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
見
え
た
。

薬
水
の
成
分
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

簡
贖
は
、
長
簡
三
枚
と
短
簡
三
本
の
合
計
六
枚
で
あ
っ
た
が
、

宋
少
華
先
生
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
の
断
面
の
形
状
が
三
角
形
の

山
形
を
し
た
も
の
と
、
台
形
の
も
の
と
が
あ
る
。
見
せ
て
い
た
だ

い
た
断
面
が
山
形
の
簡
贖
（
長
簡
）
は
、
確
か
に
山
形
の
片
側
の

斜
面
に
当
た
る
面
だ
け
が
ガ
ラ
ス
に
密
着
し
て
お
り
、
も
う
片
方

の
斜
面
に
当
た
る
面
に
は
、
ガ
ラ
ス
が
密
着
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
六
）
簡
讀
の
写
真
を
整
理
す
る
段
階

（
写
真
7
…
手
前
の
部
分
）

一
枚
の
写
真
の
大
き
さ
は
A

4
程
度
で
、
そ
こ
に
は
複
数
の
簡

贖
（
残
簡
を
含
む
）
が
ま
と
め
て
写
さ
れ
て
い
た
。
一
枚
の
写
真

に
写
さ
れ
た
簡
讀
の
数
は
、
概
ね
七
枚
か
ら
十
数
枚
程
度
で
、
写

真
の
余
白
の
部
分
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
贖
の
通
し
番
号
と
思
わ

れ
る
数
字
が
手
書
き
で
付
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
写
真
の
端
に
は
、

簡
贖
の
幅
が
分
か
る
よ
う
に
メ
ジ
ャ
ー
も
写
し
込
ま
れ
て
お
り
、

写
真
の
通
し
番
号
と
思
わ
れ
る
活
字
の
数
字
も
あ
っ
た
。

写
真
の
中
の
簡
讀
の
文
字
は
非
常
に
鮮
明
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら

く
簡
讀
は
、
洗
浄
・
保
存
処
理
な
ど
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
で
撮

影
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

作
業
員
は
、
複
数
の
簡
贖
が
写
っ
て
い
る
写
真
に
は
さ
み
を
入

れ
、
簡
贖
一
枚
ず
つ
の
写
真
に
切
り
分
け
て
い
た
。
切
り
分
け
た

写
真
は
、
簡
贖
の
大
き
さ
に
基
づ
い
て
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た。
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写
真
5

水
の
入
っ
た
袋
に
密
封
さ
れ
た
簡
阻

写
真
6

薬
水
に
浸
け
ら
れ
た
簡
団
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写
真
7

写
真
整
理
作
業
の
様
子

（
手
前
）

パ
ソ
コ
ン
の
画
像
に
よ
る
説
明

続
い
て
、
二

0
0
三
年
の
一
一
月
に
走
馬
楼
西
漢
簡
聞
が
出
土

し
た
時
の
情
況
、
整
理
の
情
況
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン

の
画

像
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
た
。
こ
の
時
の
説
明
の
内
容
は
、
概

ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

•
簡
阻
が
出
土
し
た
八
号
古
井
の
直
径
は
八

0
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
、
発
掘
地
点
の
地
層
は
、
下
か
ら
、
古
層
（
基
盤
）
、

漢
代
以
降
の
地
層
、
明
代
以
降
の
地
層
に
分
か
れ
て
い
る
。

筋
阻
が
出
土
し
た
の
は
、
漢
代
以
降
の
地
層
の
部
分
か
ら

で
あ
る
。

•
発
掘
に
当
た
っ
て
は
、
先
ず
重
機
を
使
っ
て
井
戸
の
周
囲

を
広
く
掘
り
下
げ
た
上
で
、
井
戸
を
縦
に
切
り
開
き
、
そ

の
断
面
か
ら
、
泥
な
ど
と
一
体
に
な
っ
て
堆
積
し
た
簡
閥

の
塊
を
丸
ご
と
取
り
出
し
た
。
井
戸
の
中
か
ら
は
、
陶
器

の
破
片
な
ど
も
出
土
し
た
。

・
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト

の
よ
う
な
も
の
に
く
る
ま
れ
て
発
掘
現

場
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
簡
韻
の
塊
は
、
水
を
か
け
な
が
ら

少
し
ず
つ
ほ
ぐ
し
て
解
体
さ
れ
た
。
取
り
出
さ
れ
た
簡
贖

は
、
層
ご
と
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

ト
レ

ー
に
収
め
ら
れ
た
。

•
す
ぐ
隣
に
あ
る
同
時
代
の
九
号
古
井
か
ら
は
、
何
も
出
土

し
な
か
っ
た
。
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・
出
土
し
た
簡
贖
の
枚
数
は
約
二
万
枚
で
、
そ
の
う
ち
文
字

の
記
さ
れ
て
い
た
も
の
は
約
二
千
枚
で
あ
っ
た
。
文
字
が

記
さ
れ
て
い
な
い
簡
贖
（
白
簡
）
も
、
い
つ
で
も
文
字
を

書
く
こ
と
が
で
き
る
状
態
の
も
の
で
あ
っ
た
。

・
整
理
に
当
た
っ
て
い
る
人
員
は
当
初
二

0
名
い
た
。
現
在

は
六

S
七
名
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
既
に
整
理
作
業
は
十

年
の
歳
月
を
か
け
て
い
る
。

白
簡
の
性
格

出
土
し
た
走
馬
楼
西
漢
簡
贖
約
二
万
枚
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
浅

野
氏
は
、
二
万
枚
の
う
ち
の
大
半
は
白
簡
で
、
白
簡
を
ゴ
ミ
と
し

て
廃
棄
す
る
必
然
性
は
無
い
と
指
摘
し
た
上
で
、
走
馬
楼
三
国
呉

簡
や
里
耶
秦
簡
な
ど
、
お
よ
そ
古
井
の
中
か
ら
発
掘
さ
れ
た
簡
韻

で
白
簡
を
多
数
含
む
も
の
に
つ
い
て
は
、
戦
乱
な
ど
に
よ
り
役
所

が
撤
収
し
た
た
め
に
廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
述

べ
た
。
こ
の
見
解
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
我

々
の
訪
問
に
付
き
添
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
陳
松
長
教
授
も
、
浅
野

氏
が
指
摘
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
認
め
た
。
ま
た
宋
少

華
先
生
も
、
走
馬
楼
三
国
呉
簡
が
廃
棄
さ
れ
た
原
因
と
し
て
は
、

呉
の
国
内
で
起
き
た
政
変
と
、
魏
に
よ
る
攻
撃
の
二
つ
が
考
え
ら

れ
る
と
述
べ
た
。
今
後
の
研
究
に
よ
り
、
出
土
し
た
白
簡
の
性
格

膨
大
な
作
業
量

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
分
室
を
訪
問
し
、
出
土
し
た
簡
閥
の

洗
浄
・
整
理
作
業
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
も
と
よ
り
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
よ
う
に
、

副
葬
さ
れ
た
も
の
が
出
土
し
た
場
合
と
、
走
馬
楼
西
漢
簡
閥
な
ど

の
よ
う
に
、
古
井
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
出
土
し
た
場
合
と
で
は
、

作
業
の
進
め
方
に
異
な
る
点
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
出
土
資
料
は

す
べ
て
、
そ
の
釈
読
の
前
に
必
ず
こ
う
し
た
洗
浄
・
整
理
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
文
献
の
釈
読
や
、
或

い
は
簡
贖
の
保
存
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
、
出
土

資
料
研
究
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

様
々
な
制
約
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
洗
浄
・
整
理
作
業
に
当
た

っ
て
は
、
可
能
な
限
り
適
切
な
処
置
が
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。そ
れ
に
し
て
も
、
二
万
枚
に
及
ぶ
走
馬
楼
西
漢
簡
讀
の
洗
浄
．

整
理
作
業
は
、
十
年
か
か
っ
て
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

そ
の
膨
大
な
作
業
量
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
今
後
も
更
に

新
た
な
簡
贖
資
料
が
出
土
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
作
業
に
当
た
ら

れ
る
関
係
者
各
位
の
層
の
活
躍
を
切
に
祈
っ
て
い
る
。（
竹
田
健
二
）

に
つ
い
て
も
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(268) 




